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遭
難
時
の
行
動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
習
ノ

去
る
７
月
１０
日
（日
）
気
象
遭
難

対
策
講
習
会
が
、
県
ス
ポ
ー
ツ
会

館
大
会
議
室
で
午
後
１
時
か
ら
行

な
わ
れ
、
講
師
に
ウ
ェ
ザ
ー
フ
ロ

ン
テ
イ
ア
東
海

・
気
象
予
報
士

。

大
矢
康
裕
氏
を
迎
え
３５
名
が
受
講

し
た
。
講
義
は
、
第
１
部
か
ら
第
３
部

に
分
け
ら
れ
、
第
１
部
の
基
礎
編

か
ら
始
め
ら
れ
た
。

ま
ず

「雲
に
つ
い
て
知
ろ
う
」

と
、
雲
の
分
類

（１０
種
）
の
雲
形

の
現
わ
れ
る
高
さ
と
そ
の
特
徴
。

ど
の
よ
う
な
時
に
雲
が
で
き
や
す

い
か
な
ど
、
雲
の
で
き
る
条
件
や

平
地
と
山
の
天
気
の
違
い
に
つ
い

て
説
明
が
あ
る
。

ま
た

「
天
気
図
の
見
方
」
で
は

各
季
節
ご
と
の
遭
難
時
の
天
気
図

に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
、
気
象
情

報
の
活
用
や
現
地
で
雲
や
天
気
を

観
察

（観
天
望
気
）
す
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。

第
２
部
は
応
用
編
で
、
過
去
の

遭
難
事
例
の
解
説
で
ト
ム
ラ
ウ
シ

の
遭
難
事
故
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

ま
た
、
‐３
年
の
自
馬
岳
雪
崩
事
故

に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
る
。
実
際

に
ス
イ
ス
放
送
局
の
雪
崩
の
動
画

を
見
て
、
雪
崩
の
凄
さ
を
認
識
さ

せ
ら
れ
た
。
　
　
　
ヽ

次
に
、
遭
難
の
疑
似
体
験

（行

動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
習
）
で

「危
険
が
予
想
さ
れ
る
時
に
、
い

か
に
し
て
危
険
を
避
け
る
か
」

「
万
が

一
、
事
故
に
遭

っ
た
時
に

助
か
る
た
め
に
は
ど
う
行
動
す
る

か
」
普
段
か
ら
考
え
る
訓
練
を
し

て
お
く
こ
と
は
、
い
ざ
と
い
う
時

に
慌
て
な
い
た
め
に
と
て
も
大
事

で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
で
３
班
に

分
か
れ
、
出
題
さ
れ
た
課
題
に
つ

い
て
検
討
し
、
結
果
を
発
表
し
意

見
を
交
し
た
。

第
３
部
で
は

「夏
の
天
気
の
見

通
し
」
。
今
夏
の
天
気
の
注
意
点

と
し
て
、
夏
に
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象

の
発
生
が
予
想
さ
れ
、
次
第
に
太

平
洋
高
気
圧
の
張
り
出
し
が
強
ま

る
た
め
、
以
下
の
天
気
が
考
え
ら

れ
る
。

▲
太
平
洋
側
の
山
は
晴
れ
る
日
が

多
く
気
温
が
高
い

「早
出
早
着
」

を
守
る
。
積
乱
雲
に
注
意
す
る
。

▲
日
本
海
側
の
山
は
梅
雨
明
け
が

若
干
遅
れ
る
可
能
性
あ
り
、
梅
雨

前
線
の
位
置
に
注
意
、
台
風
が
接

近
す
る
と
太
平
洋
高
気
圧
が
弱
ま

る
こ
と
が
あ
り
、
台
風
の
進
路
に

注
意
す
る
。
最
後
に
猪
熊
隆
之
さ

ん
の
書
籍
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
日

頃
か
ら
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
意

識
し
て
登
山
を
楽
し
ん
で
下
さ
い

と
結
び
、
１６
時
４５
分
終
了
し
た
。
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少
年
少
女
登
山
教
室

（親
子
ふ
れ
あ
い
山
遊
び
）

少
年
少
女
登
山
教
室

（親
子
ふ

れ
あ
い
山
遊
び
）
を
朝
明
渓
谷
で

沢
歩
き
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
知
多
市
岡
田
地
区
の
子

ど
も
会
が
メ
ー
ン
に
子
供
２０
人
、

父
兄
１２
人
、
役
員
１５
人
の
計
４７
人

の
参
加
で
し
た
。

８
月
２‐
日
９
時
よ
り
開
会
式
の

あ
と
、
子
供
た
ち
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

と
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ツ
ト
を
付
け
さ

せ
、
舗
装
道
路
を
歩

い
て
入
川
ポ

イ
ン
ト
ヘ
移
動
。
保
護
者
の
人
た

ち
も

一
緒
に
遊
ぼ
う
と
誘
い
ま
し

た
。
計
画
で
は
３
～
６
年
生
を
対

象
と
し
た
の
で
す
が
、
１
歳
の
子

沢
歩
き
や
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
楽
し
む

供
を
抱

っ
こ
し
た
お
父
さ
ん
や
４

歳
の
子
供
に
も
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
付
け
て
遊
ば
せ
た
り
、
み
ん

な
で
沢
歩
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
岩
を
水
を
浴
び
て
越
え
た
り
、

淵
で
ぷ
か
ぷ
か
と
浮
か
ん
だ
り
、

大
人
も
子
供
も
キ
ラ
キ
ラ
と
目
を

輝
か
せ
て
お
り
ま
し
た
。
朝
明
橋

近
辺
で
堤
か
ら
落
ち
る
水
し
ぶ
き

を
浴
び
て
沢
歩
き
を
終
了
。

ベ
ー
ス
の
山
小
屋
に
帰
る
と
カ

レ
ー
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
が
で
き
て
お

り
、
み
ん
な
で
ほ
お
ば
り
ま
し
た
。

か
ら
揚
げ
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
そ
う
め
ん

な
ど
ス
タ
ッ
フ
が
食
事
を
い
っ
ぱ

い
作

っ
て
く
れ
、
お
な
か
も
大
満

足
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
体
験
。
高
さ
４

ｍ
の
人
工

壁

の
３

コ
ー
ス
を
体
験
。
最
初
戸

惑

っ
て
い
た
子
供
た
ち
も
回
を
重

ね
る
毎
に
う
ま
く
な

っ
て
い
く
。

最
高
到
達
点
で
嬉
し
そ
う
に
笑
顔

で
ピ
ー
ス
、
ヤ

ッ
タ
と
得
意
げ
な

顔
、
そ
の
う
ち
お
母
さ
ん
た
ち

の

挑
戦
も
始
ま

っ
た
。
み
ん
な
の
声

援
と
笑
顔
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
体
験
を
十
分
楽
し
み
、
１５
時

に
閉
会
式
を
行

い
、
み
ん
な
の

ク楽
し
か
っ
た
ク
の
声
に
ス
タ
ツ
フ

も
大
満
足
で
し
た
。
（安
藤

武
典
）

盛
況
だ

っ
た
高
体
連
夏
期
大
会

～
運
営
面
に
不
安
、

８
月
１７
日
～
１９
日
に
高
体
連
の

夏
期
登
山
大
会
が
愛
知
県
民
の
森

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
予
定
通
り

の
行
動
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
１
日
目
は
、
天
気
図
、
救

急
法
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
講

習
を
行
な
い
、
２
日
目
は
海
老
沢

に
移
動
し
て
沢
登
り
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
は
水
量
が
少
な
か

っ
た

が
、
参
加
し
た
登
山
部
員
の
多
数

は
沢
登
り
が
初
体
験
で
あ
り
、
山

の
楽
し
み
方
の

一
つ
を
教
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
３
日

目
は
踏
査
競
技
を
県
民
の
森
内
の

コ
ー
ス
で
行
い
、
３
日
間
の
大
会

を
終
え
ま
し
た
。

５
年
ほ
ど
前
か
ら
登
山
部
員
の

増
加
が
続
い
て
お
り
、
今
年
の
参

加
者
は
１
５
０
名
を
超
え
ま
し
た
。

参
加
者
の
増
加
は
本
当
に
嬉
し
い

こ
と
で
す
が
、
運
営
が
大
変
で
す
。

部
員
の
増
加
に
反
し
て
、
退
職
に

岳
連
の
協
力
を
～

よ
る
高
体
連
役
員
の
減
少
で
、
役

員
Ｏ
Ｂ
や
卒
業
生
を
か
き
集
め
て

か
ろ
う
じ
て
運
営
し
て
い
る
状
況

で
す
。
そ
こ
で
、
私
の
個
人
的
な

思
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
可
能
で

あ
れ
ば
来
年
度
か
ら
補
助
的
な
業

務
で
山
岳
会
の
方
に
も
運
営
役
員

と
し
て
お
手
伝
い
願
え
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。
登
山
を
楽
し
む
高

校
生
と
山
岳
会
と
の
接
点
に
な
れ

ば
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。
卒

業
し
て
い
く
部
員
に
は

い
つ
も

「
山
を
続
け
て
」
と
訴
え
て
い
ま

す
が
、
受
け
皿
と
な
る
山
岳
会
を

紹
介
で
き
る
絶
好
の
機
会
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（岩
狭
　
満
）

な
お
、
踏
査
競
技
の
結
果
は
、

以
下
の
と
お
り
で
す
。

〔男
子
〕
優
勝
　
岡
崎
Ａ
、
２
位

豊
川
Ａ
、
３
位
　
向
陽

〔女
子
〕
優
勝
　
菊
里
Ａ
、
２
位

菊
里
Ｂ
、
３
位
　
桜
台

のうなざ鉾二Fa い ば しよう

脅♭ 摯
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 孝
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東
海
四
県
正
副
会
長
理
事
長
会
議

２８
年
度
東
海
四
県
正
副
会
長
理

事
長
会
議
が
７
月
３０
日
午
後
、
名

古
屋
工
業
大
学
８
階
会
議
室
で
行

わ
れ
、
次
の
方
々
が
出
席
し
た
。

前
川
副
会
長
、
本
ノ
内
理
事
長

（静
岡
）
亀
井
会
長
、
居
村
理
事

長
、
松
尾
競
技
委
員
長

（三
重
）

塚
原
理
事
長

（岐
阜
）
安
藤
会
長
、

北
村
理
事
長

（愛
知
）

〔議
題
１
〕
第
３７
回
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
の
報
告
及
び
課
題

国
体
出
場
は
、
成
年
女
子

・
静

岡
、
少
年
男
子

・
岐
阜
、
愛
知
、

少
年
女
子

・
岐
阜
の
４
チ
ー
ム
で

あ

っ
た
。
会
場
費
の
出
費
が
多
く

今
後
は
会
場
費
に
ル
ー
ト
セ
ッ
タ

ー
代
も
含
め
る
予
算
の
立
て
方
、

及
び
各
県
体
協
、
日
山
協
の
補
助

な
ど
有
効
に
活
用
し
た
い
。
ま
た

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
大
会
審
判
が
で

き
る
Ｂ
級
審
判
を
東
海
地
区
で
も

増
や
す
必
要
が
あ
る
。

〔議
題
２
〕
個
人
会
員
制
度

各
県
の
取
り
組
み
状
況
を
報
告
。

い
ず
れ
も
運
営
や
事
故
対
策
に
課

題
の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

〔議
題
３
〕
登
山
関
係
の
情
報
交
換

昨
年
度
の
事
故
事
例
が
岐
阜
、

三
重
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
愛
知
県

の
人
が
事
故
に
な
る
例
も
多
く
、

更
に
県
内
の
事
故
防
止
啓
発
活
動

が
必
要
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。

御
岳
山
の
噴
火
直
後
は
、
愛
知
県

教
育
委
員
会
か
ら
積
極
的
な
遭
難

防
止
活
動
の
提
案
も
あ

っ
た
が
、

一
年
後
に
は
全
く
消
極
的
で
愛
知

岳
連
が
失
望
し
て
い
る
状
況
を
伝

え
る
。
日
山
協
関
係
で

「山
の
日
」

の
行
事
、
登
山
研
修
所
の
確
保
技

術

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
富
士
登
山
の

Ｐ
Ｒ
、
伊
吹
山
の
側
道
問
題
な
ど

報
告
さ
れ
た
。

〔議
題
４
〕
高
齢
化
と
若
手
育
成

岳
連
の
Ｈ
Ｐ
の
充
実
は
プ
レ
ゼ

ン
ス
向
上
に
役
立
つ
こ
と
が
岐
阜

よ
り
報
告
、
ま
た
各
県
か
ら
高
校

登
山
部
の
顧
間
の
高
齢
化
と
１０
年

後
に
予
想
さ
れ
る
指
導
者
不
足
が

深
刻
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。

〔議
題
５
〕
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
の
全
国

行
事
３０
年
に
三
重
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

が
あ
り
、
鈴
鹿
山
系
で
参
加
者

５
０
０
人
規
模
の
予
定
、
３３
年
の

国
体
は
菰
野
町
が
山
岳
競
技
を
受

け
る
方
向
。
で
き
れ
ば
救
助
技
術

の
訓
練
や
登
攀
具
な
ど
の
強
度
試

験
も
で
き
る
施
設
を
検
討
中
。

〔議
題
６
〕
日
本
山
岳
協
会
の
名

称
に
関
す
る
意
見
交
換

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
と
の
関
連
説
明
、

若
い
人
の
取
り
込
み
と
活
性
化
、

各
県
の
名
称
と
は
別
な
ど
が
議
論

さ
れ
、
出
席
者
の
間
で
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
名
前
を

取
り
入
れ
る
こ
と

へ
の
反
対
は
な

か

っ
た
。

以
上
、
短
い
時
間
だ

っ
た
が
集

中
的
に
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

（北
村

生思
彦
）

急
峻
な
雪
稜
に
脅
え
つ
つ

日
本
Ｒ
Ｃ
Ｃ

荻

須

昭
大

私
が
山
に
憑
か
れ
て
幾
星
霜
が

過
ぎ
た
。
そ
の
間
、
滝
谷
で
の
冬

期
初
登
攀
を
含
む
幾
つ
か
の
登
攀
。

ム
ズ
タ
ー
グ
タ
ワ
ー
で
２
局
所
登

攀
。
内
で
も
恐
怖
に
脅
え
つ
つ
登

っ
た
の
は
、
昭
和
４５
年
の
錫
杖
岳

中
央
稜
の
登
攀
だ
。
パ
ー
ト
ナ
ー

の
八
木
毅
氏
は
前
穂
東
壁
Ｄ
フ
ェ

ー
ス
、
滝
谷
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
エ

ー
ス
な
ど
の
冬
期
初
登
攀
の
記
録

を
持

つ
頼
り
に
な
る
先
輩
だ
。

‐２
月
３０
日
、
北
沢
に
入
る
と
い

き
な
り
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

顔
面
に
は
拳
大
程
の
雪
塊
が
ビ

ュ

ン
ビ

ュ
ン
と
音
を
立
て
て
飛
ん
で

来
る
。
あ
わ
て
て
前
衛
フ
ェ
ー
ス

基
部
の
岩
陰
ま
で
逃
げ
る
。
雪
崩

の
轟
音
に
脅
え

つ
つ
も
中
央
稜
の

末
端
に
取
り
付
く
。
Ｐ
３
正
面
壁

の
少
し
右
の
ル
ン
ゼ
に
取
り
付
く

が
３０
メ
ー
ト
ル
程
先
の
残
置
ハ
ー

ケ
ン
ま
で
登
り
撤
退
。
止
む
無
く

Ｐ
２
か
ら
稜
上
に
出
る
事
に
。
し

か
し
北
沢
は
雪
崩
が
頻
発
す
る
の

で
夕
方
ま
で
待
機
。
右
ル
ー
ト
を

２
ピ

ッ
チ
登
り
、
更
に
急
峻
な
雪

壁
を
登

っ
て
Ｐ
ｌ
と
Ｐ
２
の
コ
ル

ヘ
。
や
っ
と
雪
洞
を
掘
り
終
え
た

の
は
深
夜

の
Ｈ
時
。
ビ
レ
ー
を

取

っ
て
の
恐
怖
に
満
ち
た

一
夜
と

な
る
。
朝
起
き
て
昨
日
登

っ
て
来
た
ト

レ
ー
ル
を
確
認
す
る
と
、
そ
の
急

峻
さ
に
身
の
毛
も
弥
立
つ
程
ゾ
ッ

と
し
た
。
更
に
本
峰
フ
エ
ー
ス
に

取
り
付
く
も
、
１０
日
分
の
荷
物
は

余
り
に
も
重
く
外
傾
し
た
壁
か
ら

体
は
振
ら
れ
て
し
ま
う
。
本
峰
経

由
を
あ
き
ら
め
、
ク
リ
ヤ
谷
経
由

で
縦
走
を
続
け
る
事
に
し
た
。
沢

は
雪
崩
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
前
衛

フ
ェ
ー
ス
を
下
る
事
に
。
し
か
し

こ
れ
が
ま
た
最
悪
。
鳥
帽
子
岩
の

南
面
を
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
す
る
も
３

ピ

ッ
チ
で
１
時
間
半
を
費
や
す
。

結
局
そ
の
日
は
前
衛

フ
ェ
ー
ス

Ｐ
２
の
頭
で
恐
怖
の
二
晩
目
を
過

ご
す
。
翌
１
月
１
日
、
早
朝
か
ら
下
降

路
を
捜
し
右
往
左
往
す
る
中
、
何

と
か
北
面
の
岩
壁
帯
に
ル
ー
ト
を

見
出
す
。
２
ピ

ッ
チ
８０
メ
ー
ト
ル

ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
し
た
後
、
３０
メ
ー

ト
ル
の
懸
垂
下
降
で
三
日
ぶ
り
に

両
足
を
安
定
し
た
雪
面
に
置
く
事

が
で
き
安
堵
。
そ
の
後
、
ク
リ
ヤ

の
頭
、
笠
ヶ
岳
、
左
俣
岳
で
ビ
バ

ー
ク
。
４
日
、
５
日
は
暴
風
雪
に

阻
ま
れ
沈
殿
。
こ
こ
で
西
穂
高
岳

ま
で
の
縦
走
を
断
念
し
、
槍
ヶ
岳

か
ら
新
穂
高
温
泉

へ
下
山
す
る
事

″」
。無
念
さ
を
残
し
て
６
日
の
夜
に

中
崎
山
荘
着
。
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山
岳
遭
難
の
特
徴
や
救
助
活
動
の
実
態
／

全
国
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会
が

７
月
８
日
（金
）
国
立
オ
リ
ン
ピ

ツ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
国

際
会
議
室
に
於
て
、
登
山
に
お
け

る
遭
難
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

全
国
か
ら
警
察
、
消
防
、
山
岳
関

係
者
ら
約
２
５
０
名
が
出
席
し
て
、

午
前
１０
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て
ス

ポ
ー
ツ
庁

。
木
村
哲
也
審
議
官
が

挨
拶
を
し
会
議
が
進
め
ら
れ
た
。

報
告
１
は

「平
成
２７
年
中
に
お

け
る
山
岳
遭
難
の
概
況
」

（
５
頁

参
照
）
を
警
察
庁

。
竹
村
史
嗣

地
域
課
長
補
佐
よ
り
あ
り
、
報
告

２
は

「山
岳
救
助
活
動
の
高
度
化

等
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
消
防

庁

。
新
村
満
弘
国
民
保
護

。
防
災

部
参
事
官
補
佐
か
ら
、
御
嶽
山
噴

火
災
害
を
踏
ま
え
た
山
岳
救
助
活

動
の
高
度
化
等
を
中
心
と
し
た
報

告
が
あ

っ
た
。

次
に
、
講
演
１
は

「
山
岳
救
助

活
動
と
医
療
の
連
携
に
つ
い
て
」

を
国
際
山
岳
医

。
大
城
和
恵
氏
が

山
岳
救
助
活
動

へ
の
医
療
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
語
り
、
講
演
２
で

は

「長
野
県
登
山
安
全
条
例
の
目

指
す
も
の
」
と
題
し
、
長
野
県
観

光
部
山
岳
高
原
観
光
課

。
井
原
聖

氏
が
登
山
条
例
が
登
山
者
に
登
山

届
の
責
務
を
負
わ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
行
政
や
関
係
団
体
の
役
割
を

明
確
に
し
、
登
山
道
の
グ
レ
ー
デ

ィ
ン
グ
を
示
し
、
遭
難
事
故
を
減

ら
す
長
野
県
の
取
り
組
み
を
話
さ

れ
た
。
つ
づ
い
て

「
山
岳
グ
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
と

一
般
登
山
者
の
遭
難
対
策
」

に
つ
い
て
パ
不ヽ
ル
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
最
後
に

「山
岳

遭
難
事
故
防
止
の
た
め
に
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
し
、
人
木
原
日

山
協
会
長
の
挨
拶
で
午
後
４
時
間

会
し
た
。
　
　
　
　
（高
橋
　
優
）

‐２
月
２。
日
冬
山
遭
対
会
議

‐２
月
２０
日
（火
）
県
ス
ポ
ー
ツ
会

館
で
午
後
７
時
よ
り
冬
山
遭
難
対

策
会
議
が
開
か
れ
ま
す
。

年
末
年
始
に
登
山
を
計
画
さ
れ

て
い
る
パ
ー
テ
ィ
ー
の
リ
ー
ダ
ー

又
は
代
理
の
方
は
、
計
画
書
１０
部

を
持
参
し
て
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。
各
山
域
ご
と
に
別
れ
計
画

書
を
基
に
話
し
合
う
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。
尚
、
同
時
に
期
間
中

の
天
気
概
況
に
つ
い
て
、
気
象
予

報
士
に
解
説
し
て
頂
き
ま
す
。

平成28年 7月 13目

旦
傷
病
者
救
助
を
称
え

（や
ま
び
こ
山
想
会
）

名
古
屋
の
医
師
蓮
見
さ
ん
ヘ

稚
内
署
で
は
ｎ
日
、
利

尻
空
港
警
備
派
出
所
で
利

尻
山
鴛
泊
コ
ー
ス
で
の
傷

病
者
救
助
に
関
し
、
迅
速

な
対
応
な
ど
で
傷
病
者
が

一
命
を
と
り
と
め
た
と
し

て
、
名
古
屋
市
在
住
の
医

師
、
蓮
見
昭
武
さ
ん
（７４
）

に
稚
内
警
察
署
長
感
謝
状

を
贈
っ
た
。

こ
れ
は
、
去
る
８
日
に

登
山
し
て
い
た
、
神
奈
川

県
在
住
の
６０
歳
代
女
性
が

下
山
中
、
７
合
目
と
８
合

目
の
間
で
体
調
が
悪
く
な

っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
名

古
屋
市
の
仲
間
と
登
山
し

て
い
た
蓮
見
さ
ん
が
偶
然

通
り
か
か
り
、
こ
の
女
性

を
診
断
。
左
手
や
左
足
が

動
か
な
い
こ
と
や
目
の
動

き
を
確
認
し
、
非
常
に
危

険
な
状
態
と
判
断
。
大
き

な
病
院
に
搬
送
で
き
る
よ

う
に
と
救
助
要
請
。
そ
の

後
も
バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク

や
保
温
措
置
、
経
過
観
察

な
ど
防
災
ヘ
リ
収
容
ま
で

の
約
３
時
間
に
渡
っ
て
対

処
し
た
。

同
署
で
は
蓮
見
さ
ん
の

迅
速
か
つ
適
切
、
的
確
な

助
言
に
よ
り
、
女
性
を
道

の
防
災
ヘ
リ
で
収
容
、
札

幌
市
立
病
院
に
搬
送
。
傷

病
者
の
一
命
を
取
り
留
め

た
と
し
て
感
謝
状
の
贈
呈

を
決
め
た
。

同
派
出
所
で
蓮
見
氏
へ

感
謝
状
を
手
渡
し
た
田
辺

署
長
は

「医
者
と
い
う
専

門
的
な
知
識
が
あ
っ
た
こ

と
で
、
家
族
も
安
心
で
き

た
。
地
元
の
警
察
署
と
し

て
心
か
ら
感
謝
」。

蓮
見
さ
ん
は

「医
者
と

し
て
当
然
の
こ
と
。
お
役

に
立
て
て
大
変
光
栄
で
す
」

と
話
し
た
。

感謝状を受けた蓮見さん

響分Iゞ
｀

`ぎ

多髪多
′

輛痛
〒448メ俗 言計妥日可1-13
TEL0566(23)8611

定休日/火曜日

営業日寺間/10:00～ 20:00

嬰馘す
ぎ のプロショップピギすで主だ19し
て選
ハ汚下記l鷺写

駅前rerl■ス

名古屋駅前の山用品専門店

T450-0002
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名古屋クロスコー トタワー lF
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◆全国遭難発生概要

平1成18年|平‐成119年 1平成20年 1平成21年 平成22年 平1成23年 平成24年 平成25年 平1成26年
平1成27年■|

■|III構成|ユ
発生件数 (件 ) 1,417 1,484 1,631 1,676 1,942 1,830 1,988 2,172 2,293 2,508

難者数 (人 ) 1,853 1,808 1,933 2,085 2,396 2,204 2,465 2,713 2,794 3,043 100.0%

死者・行方不明者 278 259 281 317 294 275 284 320 311 335 11.0%

251 233 253 269 262 244 249 278 272 298 9.8%

1行方不明者 27 26 28 48 32 31 35 42 39 37 1.2%

負 傷  者 648 666 698 670 832 819 927 1,003 1,041 1,151 37.8%

無事救 出者 927 883 954 1,098 1,270 1.110 1,254 1,390 1,442 1,557 51.2%

◆態様別山岳遭難者
平1成23年 平成24年 平1成25年 1平1成26年 平1成27年

人|■数 人||1数 人|||1数 人■1数 人 数 構1成上L

道  迷  い 917 1,031 1,134 1,163 1,202 39.5%

滑 落 367 380 460 501 501 16.5%

転 仁1 317 346 393 401 467 15.3%

病 ″
風 145 186 221 187 232 7.6%

疲 労 127 132 137 162 172 5.7%

そ の  他 331 390 368 380 469 15.4%

転   落 74 93 73 90 107 3.5%

悪 天 候 31 37 64 42 70 2.3%

野生動物襲撃 43 34 42 48 43 1.4%

落  石 24 12 17 16 25 0.8%

雪   崩 27 8 20 9 17 06%

落   雷 2 5 3 0 1 0.0%

鉄 砲 水 7 18 7 2 0 0.0%

有毒ガス 0 0 1 0 0 0.0%

そ の 他 78 136 83 108 128 4.2%

不   明 45 47 58 65 78 2.6%

合  計 2,204 2,465 2,713 2,794 3,043 100.0%

◆単独登山者の遭難状況

平1成23年 平1成24奪 平1成23年 平1成26年 平1成27年|

人|1数 人■数 人■数 人|■数 人■数 構1成比

進 難   者 761 757 852 941 1,068 100.0%

死者。行方不明者 154 149 164 190 185 17.3%

.「売 者 128 119 131 160 160 15.0%

1行方不明者 26 30 33 30 25 2.3%

負  傷  者 255 256 284 291 350 32.8%

無事救 出者 352 352 404 460 533 49.9%

全遭難者に占める単独

登山中の遭難者の害I合
34.5% 30.7% 31.4% 33.7% 35.1%

◆都道府県別山岳遭難発生状況 (平成27年度)

都1道1府1県 発1生1件1数 違難1者1数 (人 ) 死■■1者(人‐) 行1方1不1明1者(入) 負 傷1者(人 ) 無事1救1出 (人|)

長  野  県 273 300 58 4 132 106

北  海  道 175 235 12 3 50 170

富  山  県 136 156 13 2 84 57

三  重  県 61 80 8 2 21 49

岐  阜  県 93 117 13 3 41 60

愛  知  県 8 10 3 7
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自
由
の
登
山
届

岐
阜
県
義
務
化

岐
阜
と
石
川
両
県
に
ま
た
が

る
活
火
山

「自
山
」

（二
、
七

〇
二
厨
）
に
つ
い
て
、
岐
阜
県

は
十
二
月
か
ら
、
同
県
側
か
ら

の
登
山
者
に
登
山
届
を
出
す
よ

う
義
務
付
け
る
。
県
議
会
が
三

十
日
、
県
条
例
の
改
正
案
を
可

決
し
た
。
県
に
よ
る
と
、
活
火

山
で
の
登
山
届
の
義
務
化
は
新

潟
県
や
長
野
興
で
も
取
り
入
れ

て
お
り
、
岐
阜
県
内
で
は
懺
灘

山
、焼
岳
に
次
い
で
三
カ
所
目
。

改
正
条
例
で
は
、
山
頂
付
近

の
想
定
火
目
か
ら
半
径
四

ロキ圏

内
の
岐
阜
県
側
に
立
ち
入
る
登

山
者
に
、
届
け
出
を
義
務
付
け

る
。
半
径
ニ
ロキ国
内
に
無
届
け

で
立
ち
入
っ
た
登
山
者
に
は
、

最
高
五
万
円
の
過
料
を
科
す
。

罰
則
は
施
行
か
ら
二
年
以
内
に

適
用
を
始
め
る
。

県
は
乗
鞍
岳
と
ア
カ
ン
ダ
ナ

山
に
つ
い
て
も

「噴
火
鰺
戒
レ

ベ
ル
」
が
導
入
さ
れ
次
第
、
届

け
出
の
義
務
化
を
検
討
す
る
。

★
無
届
け
登
曲
１２
月
か
ら
過
料

岐
阜
県
は
一
日
、
登
山
届
の

提
出
を
義
務
化
し
た
北
ア
ル
プ

ス
や
御
嶽
山
、
焼
岳
に
登
山
者

が
無
届
け
で
入
っ
た
場
合
、
最

高
五
万
円
の
過
料
を
科
す
改
正

県
山
岳
遭
難
防
止
条
例
の
罰
則

規
定
を
、
十
二
月
一
日
か
ら
適

用
す
る
と
発
表
し
た
。

過
料
の
対
象
期
間
は
、
北
ア

ル
プ
ス
は
遭
難
者
が
多
い
西
穂

高
・
奥
穂
高
、
滝
谷
、
穴
毛
谷

の
三
区
域
が
通
年
で
、
そ
れ
以

外
の
指
定
区
域
で
は
十
二
月
～

翌
年
四
月
。
御
嶽
山
と
焼
岳
で

は
年
間
を
通
じ
、
火
口
か
ら
半

径
一　
ロキ圏
内
に
無
届
け
で
入
る

と
過
料
を
科
す
。

（７
月
１
日

中
日
新
聞
）

北
谷
小
屋
で

「山
の
日
」
を
祝
う
会

８
月
１１
日

「
山
の
日
」
制
定
の

記
念
行
事
が
各
地
で
行
わ
れ
た
。

当
岳
連
内
の
各
団
体
で
も
個
々
に

や
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
連
盟

主
催
の

「山
の
日
」
制
定
を
祝
う

会
が
、
１０
月
２９

・
３０
日
の
２
日
間

御
在
所
岳
周
辺
の
尾
根
と
北
谷
小

屋
で
行
わ
れ
る
事
に
な

っ
た
。

こ
れ
を
契
機
に
各
団
体
の
代
表

者
や
理
事
、
会
員

の
方

々
に
集

ま

っ
て
い
た
だ
き
、
自
己
紹
介
を

通
じ
顔
見
知
り
に
な
っ
て
も
ら
い
、

日
頃
の
活
動
や
技
術
交
流
な
ど
、

懇
親
会
の
中
で
話
し
合
う
絶
好
の

機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
各
団
体
か
ら

一
名
以
上
の

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

「山
の
日
」
制
定
に
寄
せ
て

中
平
等
　
新

一

８
月
１１
日
は

「
山
に
親
し
む
機

会
を
得
て
、
山
の
恩
恵
に
感
謝
す

る
」
を
旨
に

「
山
の
日
」
が
制
定

さ
れ
た
。
山
岳
に
関
わ
る
者
に
と

っ
て
誠
に
意
義
深
い
日
と
な
っ
た
。

扱
て
、
人
類
が
山
を
登
る
よ
う

に
な

っ
た
ル
ー
ツ
を
辿

っ
て
み
る

と
、
遠
く
は
西
暦
６
７
５
年
に
役

小
角
が
大
峰
山
脈
、
山
上
ヶ
岳
を

開
山
、
１
８
２
３
年
播
隆
上
人
が

笠
ヶ
岳
、
１
８
２
８
年
に
槍
ヶ
岳

を
開
山
。
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
ウ

オ
ル
タ
ー

・
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
１
８

９
１
年
に
来
日
し
、
日
本
ア
ル
プ

ス
な
ど
登
り
紹
介
す
る
。
ま
た
、

１
９
０
７
年
に
日
本
ア
ル
プ
ス
の

山
頂
に
三
角
点
を
設
置
し
た
測
量

手

。
柴
崎
芳
太
郎
を
描
い
た
映
画

「剣
岳

点
の
記
」
は
有
名
で
す
。

大
正
期
か
ら
は
、
鉄
道
や
山
小

屋
の
開
設
な
ど
に
よ

っ
て
、
山
案

内
人
を
一雇
っ
て
登

っ
た
り
、
大
学

山
岳
部
、
社
会
人
山
岳
会
に
よ
り

登
山
が
盛
ん
に
な

っ
た
。

そ
の
後
、
１
９
５
６
年
に
槙
有

恒
隊
長
率
い
る
日
本
隊
が
８
０
０

０
ｍ
峰

マ
ナ
ス
ル
に
初
登
頂
し
た

こ
と
が
切

っ
掛
け
で
登
山
ブ
ー
ム

が
到
来
し
、
若
者
た
ち
が
競

っ
て

日
本
ア
ル
プ
ス
や
谷
川
岳
と
い
っ

た
雪
山
や
岩
壁
を
目
指
し
た
が
、

反
面
、
遭
難
事
故
も
多
発
し
若
い

命
が
失
わ
れ
社
会
問
題
に
も
な

っ

た
。
そ
れ
で
も
日
本
の
山
に
飽
き

た
ら
ず
海
外
の
山
に
も
積
極
的
に

出
か
け
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
１
９
８
５
年
頃
よ
り

中
高
年
者
が
生
活
も
安
定
し
、
健

康
維
持
を
目
的
と
し
た
趣
味
登
山

ブ
ー
ム
が
起
き
、
更
に
近
年
は
老

若
男
女
を
問
わ
ず
、
富
士
山
や
深

田
久
弥
の
百
名
山
が
登
ら
れ
賑
わ

っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
我
が
国
土
の
お
よ
そ
７

割
を
占
め
る
森
林
や
山
岳
地
域
で

は
、
山
の
積
雪
が
春
に
は
解
け
、

土
に
染
み
た
多
く
の
養
分
を
含
む

水
が
、
川
か
ら
海

へ
と
流
れ
動
植

物
の
命
を
育
み
、
森
林
が
空
気
を

清
浄
す
る
。
そ
し
て
山
は
渇
水
や

洪
水
か
ら
も
守

っ
て
く
れ
る
。

即
ち
私
た
ち
は
山
が
も
た
ら
す

自
然
の
恵
み
に
よ

っ
て
、
生
活
に

潤
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
再
認

識
し
、
い
ま
改
め
て

「山
の
恩
恵

に
感
謝
」
し
、
自
然
の
環
境
保
全

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
。
　
　
　
　
．

（愛
知
岳
連

。
広
報
担
当
）

◆
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ｏ
‐２
月
ス
ヶ
ジ
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ー
ル
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常任理事会 (OMCビル)
第 7回全国高等学校選手権大会
第39回 自然観察会 (山 門水源の森 )
読図講習会 (大高緑地)
高体連新人大会 (釈迦ヶ岳 )
「遭難を考える」講演会 (県スポーツ会館)

常任理事会 (OMCビル)
第2回」rクライミング講習会 (ロックドランカー)

冬山遭難対策会議 (県スポーツ会館 )

常任理事会 (OMCビル)


